






















 今年度は、2 回の公開行事において、「遠隔型リアルタイム文字配信」を実施した。 
(1) 2016 年度第 2 回ランチセミナー（2016 年 7 月 14 日、長久手キャンパス H 棟 H004） 
 「ベトナム憲法をめぐる最近の動向」鮎京正訓（愛知県公立大学法人理事長） 
(2) 2016 年度第 3 回ランチセミナー（2017 年 1 月 12 日、長久手キャンパス H 棟 H003） 
 「ラオスにいったい何があるというのでしょう？」矢野順子（国際関係学科准教授） 






害参加者のための情報保障である旨を説明した。広報のチラシにもその旨を明記し、(1) では 2 名の、
(2) では 1 名の聴覚障害参加者がこのサービスを利用した。なお、このような研究や活動の実績が認め
られ、同グループは 2016 年度学生自主企画研究最終成果報告会において、全学 2 位の銀賞を受賞した。 
 
達成と課題 

















ウランダリ, ハシム・アナスタシャ・木戸志緒子・鈴木愛理. 2017. 「県大における聴覚障害学生への情
報保障: ノートテイク支援の課題と解決策の提言」愛知県立大学教育支援センター編『平成 28
年度学生自主企画研究事業報告書』. 21-40.  
「「他言語の通訳がないから手話通訳も不要」！？: 愛知県立大学で、准教授がろう者の情報保障を要望」












写真 1、2： 2016 年 7 月 14 日 
写真 3：2017 年 1 月 12 日 
いずれも、愛知県立大学長久手キャンパス H 棟の
ランチセミナー会場にて、筆者撮影 











写真 3 第 3回ランチセミナーにおける字幕保障 
左が講演者のスライド用スクリーン、右が字幕保
障用スクリーン。中央奥は講演者、右端 1 名が字
幕サービスを利用した聴覚障害参加者。 
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